
令和５年度 

第２回山形市文化財保護委員会 

日  時 令和６年３月１９日（火） 

１３時００分～１３時５０分 

場  所 山形市役所１０階 

１００１会議室 

 

次  第 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長あいさつ 

 

３ 協 議 

（１）市指定文化財の指定に係る答申について       資料１ 
                           資料２ 

資料３ 
 
４ その他 
 

５ 閉   会 

 

  



 

出 席 者 名 簿 

 

■山形市文化財保護委員会委員 

任期：令和４年６月１日から令和７年５月３１日まで 

氏  名 職  業  等 備  考 

荒木 志伸 山形大学学士課程基盤教育機構准教授  

伊藤 清郎 山形大学名誉教授 委員長 

北野 博司 東北芸術工科大学教授  

佐藤 琴 
山形大学学士課程基盤教育機構准教授 

山形大学付属博物館学芸研究員 
 

志村 直愛 東北芸術工科大学教授  

長坂 一郎 元東北芸術工科大学教授  

野口 一雄 元山形県立博物館専門嘱託 副委員長 

（五十音順） 

事 務 局   

  山形市企画調整部 文化創造都市課長  森  俊 

 文化創造都市課長補佐 山川  渉 

 課長補佐（兼）文化財係長 

主幹（文化財担当） 

齋藤  仁 

茂木 健男 

 主幹（文化財担当） 植松  薫 

   

   

 



    文  第  ６６９号 

令和６年３月１９日 

 

 山形市文化財保護委員会 

 委員長 伊藤 清郎 様 

 

山形市長 佐藤孝弘 

  

文化財の市指定について（諮問） 

 

 下記の文化財を市指定有形文化財に指定することについて、山形市文化財保護条例第

４６条の規定に基づき、貴委員会の意見を求めます。 

 

記 

 
分 類 名 称 員数 所有者 所有者の住所 

有形文化財 木造釈迦如来坐像 １躯 
宗教法人 

金勝寺 
山形市山家本町 

有形文化財 木造聖観音菩薩立像 １躯 
宗教法人 

勝因寺 
山形市鉄砲町 

有形文化財 勝因寺山門二階天井画 １面 
宗教法人 

勝因寺 
山形市鉄砲町 

 
 
 

資料１

1



 
 

山 

形 

市 

長 

殿 

推
薦
の
理
由
又
は
意
見 

 

本
像
は
像
の
構
造
は
明
瞭
で
内
刳
り
も
深
く
内
部
に
像
心
束
、
前
後
束
を
残
す
。
面
貌
表
現
、
衣
文
表
現
、
さ

ら
に
盛
り
上
げ
彩
色
な
ど
全
体
と
し
て
中
央
の
院
派
仏
師
の
作
と
思
わ
れ
る
。
室
町
時
代
の
院
派
仏
師
は
足
利
尊

氏
に
よ
る
天
龍
寺
の
本
尊
を
は
じ
め
と
し
て
室
町
幕
府
の
要
人
、
守
護
の
造
仏
を
行
っ
て
い
た
。
金
勝
寺
は
最
上

家
第
二
代
直
家
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
る
。
本
像
は
室
町
政
権
に
お
け
る
最
上
家
の
位
置
付
け
を

示
す
歴
史
資
料
と
も
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

右
物
件
を
山
形
市
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
推
薦
す
る 

 
   

  
 
   

  
 
   

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
 
 
 
 
 
 
 

山
形
市
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員 

 
   

  
 
   

  
 
   

  
 
  
   

 
  
   

 
  
  
  
 
   

   
   

  

推
薦
者
氏
名 

 
  

 
 
  
 
 
 

長
坂 

一
郎 

 
 

  

指 

定 

の 

場 

合 

  

の 

所 

有 

者 

の 

  

意 

向  

 

三 
 

添 

付 

書 

類 

 

二 
 

地 

籍 

調 

書 

像
高
６
６
、
０
ｃ
ｍ
。
髪
際
高
４
６
、
０
ｃ
ｍ
。 

 

髻
を
結
う
如
来
業
坐
像
。
髻
を
結
い
、
冠
を
つ
け
る
釈
迦
如
来
像
は
「
宝
冠
釈
迦
」
や
「
華
厳
釈
迦
」
と
称
さ
れ
、 

鎌
倉
時
代
後
期
、
鎌
倉
・
円
覚
寺
の
本
尊
と
し
て
造
立
さ
れ
て
以
来
、
関
東
の
禅
宗
寺
院
の
本
尊
と
し
て
造
立
さ

れ
た
。
高
髻
を
結
う
。
地
髪
部
お
よ
び
髪
際
部
は
毛
筋
彫
。
天
冠
台
彫
出
。
天
冠
台
左
右
に
髪
の
毛
二
条
を
か
ら

ま
せ
る
。
金
属
製
の
冠
を
つ
け
る
。
白
毫
相
。
玉
眼
嵌
入
。
耳
朶
貫
通
。
耳
朶
に
鬢
髪
一
条
を
渡
ら
せ
る
。
鼻
孔

を
穿
つ
。
三
道
を
表
す
。
納
衣
を
つ
け
る
。
腹
部
に
下
着
を
見
せ
る
。
裙
を
つ
け
、
左
足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐

す
る
。
法
界
定
印
を
結
ぶ
。 

構
造
は
寄
木
造
り
。
玉
眼
嵌
入
。
金
泥
。
高
髻
は
一
材
製
矧
ぎ
付
け
（
後
補
）。
頭
体
は
両
耳
後
ろ
を
通
る
線
で

前
後
二
材
矧
ぎ
付
け
。
各
内
刳
り
。
前
面
材
は
像
心
束
お
よ
び
前
後
束
を
残
す
。
背
面
材
も
前
後
束
を
残
し
、
襟

下
で
頭
部
と
体
部
を
割
離
す
。
左
側
面
材
一
材
矧
ぎ
付
け
。
右
側
面
材
一
材
矧
ぎ
付
け
。
両
脚
部
一
材
矧
ぎ
付
け
。

納
衣
の
端
に
「
盛
り
上
げ
彩
色
」
に
よ
る
文
様
を
施
す
。 

 

頭
部
が
大
き
く
体
部
が
小
さ
く
な
る
体
形
は
南
北
朝
か
ら
室
町
時
代
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
ひ
た
い

が
開
い
て
や
や
下
膨
れ
気
味
の
輪
郭
、
う
つ
む
き
加
減
の
面
相
、
波
打
つ
よ
う
な
衣
文
表
現
、
と
く
に
両
肩
で
大

き
く
「
Ｃ
字
」
形
に
折
り
返
す
表
現
は
院
派
仏
師
の
作
品
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
体
内
部
に
前
後
束

を
残
す
こ
と
も
院
派
の
作
品
に
知
ら
れ
て
い
る
。
本
像
の
製
作
は
室
町
時
代
初
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

本
像
の 

 

  

物
件
の
説
明 

  

交
通
の
順
路 

  

所
有
者
の
氏
名 

  

又 

は 

名 
 

称 
   

 

  

及 

び 

住 
 

所 
   

 

  

所
在
の
場
所 

  

名  
  

  

称 

一  

物
件
の
調
書 

  

種  
  

  
別 

  

山 

形 

市 

指 

定 

文 

化 

財 

推 

薦 

調 

書 

       
 

 
 

山
形
駅
か
ら
沼
の
辺
行
き
バ
ス
で
沼
の
辺
停
留
所
降
車
、
徒
歩
約
１
０
分 

 

宗
教
法
人
金
勝
寺 

 
 

山
形
市
山
家
本
町
二
丁
目
３
番
１
０
号 

 
山
形
市
山
家
本
町
二
丁
目
３
番
１
０
号 

 

木
造
釈
迦
如
来
坐
像 

 

 

有
形
文
化
財
（
彫
刻
の
部
） 

  

右
物
件
の
指
定
に
際
し
て
は
異
議
な
い
こ
と
同
意
す
る 

                 

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
                                    

宗
教
法
人 

金
勝
寺 

          
 
 

 
 

所
有
者
署
名 

    

代
表
役
員 

山
澤
禅
浩 

     

印 

  

写  

真
（ 

二 

葉 

） 

   

所    

在    

地 

  

地     

番 

  

地     

目 

  

地        

積 

員  

数 

  

所    

有    

者 

  

一
躯   

備    
考 

資料２

2



 
 

4

 

 

 

正 面 背 面 

  

左側面 右側面 

3



 
 

5

 

 

 

 

 

像 底 頭 頂 

  

左 斜 右 斜 

4



 
 

山 

形 

市 

長 

殿 

推
薦
の
理
由
又
は
意
見 

 

本
像
は
本
市
に
お
い
て
は
数
少
な
い
鎌
倉
時
代
の
遺
品
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
作
風
も
中
央
風
の
優
れ
た
も
の
と

い
え
る
。
さ
ら
に
本
像
の
形
姿
は
延
暦
寺
横
川
中
堂
の
本
尊
と
同
じ
で
あ
り
、
現
状
の
脇
侍
像
（
毘
沙
門
天
像
、

不
動
明
王
像
）
と
と
も
に
も
と
は
横
川
中
堂
三
尊
の
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
鎌
倉
時
代
初
期
に
当
地
に
延

暦
寺
横
川
教
団
の
勢
力
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

  
 

右
物
件
を
山
形
市
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
推
薦
す
る 

 
   

  
 
   

  
 
   

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
 
 
 
 
 
 
 

山
形
市
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員 

 
   

  
 
   

  
 
   

  
 
  
   

 
  
   

 
  
  
  
 
   

   
   

  

推
薦
者
氏
名 

 
  

 
 
  
 
 
 

長
坂 

一
郎 

 
 

  

指 

定 

の 

場 

合 

  

の 

所 

有 

者 

の 

  

意 

向  

 

三 
 

添 

付 

書 

類 

 

二 
 

地 

籍 

調 

書 

 

像
高
６
０
，
３
ｃ
ｍ
、
髪
際
高
５
０
，
１
ｃ
ｍ
。 

 

高
髻
を
結
ぶ
菩
薩
立
像
。
地
髪
部
は
平
彫
り
、
髪
際
は
毛
筋
彫
り
と
す
る
。
天
冠
台
彫
出
。
彫
眼
。
白
毫
相
。

三
道
彫
出
。
天
衣
、
条
帛
を
つ
け
る
。
左
手
は
屈
臂
し
て
前
に
出
し
持
物
を
執
る
。
右
手
は
屈
臂
し
て
前
に
立
て

掌
を
斜
め
に
向
け
る
。
腕
釧
を
つ
け
る
。
裙
、
腰
布
を
つ
け
、
腰
を
や
や
左
に
捻
り
立
つ
。 

 

構
造
は
木
製
寄
木
造
り
。
髻
は
一
材
製
矧
ぎ
付
け
（
後
補
）
。
頭
部
は
耳
前
を
通
る
線
で
前
後
二
材
矧
ぎ
寄
せ
、

三
道
下
で
体
部
に
差
し
込
む
。
体
部
は
背
面
、
肩
下
が
り
を
通
る
線
で
前
後
二
材
矧
ぎ
付
け
、
内
刳
り
を
施
す
。

左
手
は
肩
、
肘
前
で
各
別
材
矧
ぎ
付
け
（
肘
前
以
下
後
補
）
、
右
手
は
肩
、
肘
前
で
各
別
材
矧
ぎ
付
け
（
肘
前
以

下
後
補
）
。
両
足
先
各
別
材
矧
ぎ
付
け
（
各
候
補
）
。
表
面
塗
膜
は
現
状
後
補
。 

 

頭
部
が
小
さ
く
足
の
長
い
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
は
平
安
時
代
後
期
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
体
部
は
肩
幅
が
広

く
厚
み
が
あ
る
。
面
相
は
丸
み
を
基
調
に
穏
や
か
な
表
情
を
見
せ
る
が
、
目
鼻
は
や
や
大
き
く
な
り
意
志
的
な
感

覚
が
見
ら
れ
る
。
髪
際
を
毛
筋
彫
り
に
表
わ
し
、
ま
た
衣
文
線
は
彫
り
が
浅
い
も
の
の
そ
の
数
は
多
く
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
本
像
は
平
安
時
代
後
期
の
様
式
を
基
調
と
し
な
が
ら
鎌
倉
時
代
の
表
現
様
式
を
加
え
た
で
も

の
で
、
制
作
は
鎌
倉
時
代
初
期
・
十
二
世
紀
末
～
十
三
世
紀
初
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

    

物
件
の
説
明 

  

交
通
の
順
路 

  

所
有
者
の
氏
名 

  

又 

は 

名 
 

称 
   

 

  

及 

び 

住 
 

所 
   

 

  

所
在
の
場
所 

  

名  
  

  

称 

一  

物
件
の
調
書 

  

種  
  

  
別 

  

山 

形 

市 

指 

定 

文 

化 

財 

推 

薦 

調 

書 

      
 

山
形
駅
か
ら
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
行
き
バ
ス
で
六
小
前
停
留
所
降
車 

徒
歩
５
分 

 

宗
教
法
人 

勝
因
寺 

 

山
形
市
鉄
砲
町
一
丁
目
４
番
８
号 

 
山
形
市
鉄
砲
町
一
丁
目
４
番
８
号 

 

木
造
聖
観
音
菩
薩
立
像 

 

 

有
形
文
化
財
（
彫
刻
の
部
） 

  

右
物
件
の
指
定
に
際
し
て
は
異
議
な
い
こ
と
同
意
す
る 

                 

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
                                        

 

宗
教
法
人 

勝
因
寺 

          
 
 
 

 
 
 

所
有
者
署
名 

 
 

 
 

 

代
表
役
員 

角
張
東
浩  

 
 

印 

  

写  

真
（ 

三 

葉 

）     
   

所    

在    

地 

  

地     

番 

  

地     

目 

  

地        

積 

員  

数 

  

所    

有    

者 

  

一
躯   

備    

考 

5



3 
 

  

正 面 背 面 

  

6



4 
 

  

左側面 右側面 

 

  

7



5 
 

  

頭 部 正 面 頭 部 背 面 

 

 

 

 

8



 
 

山 

形 

市 

長 

殿 

推
薦
の
理
由
又
は
意
見 

 

鳥
海
月
山
両
所
宮
随
身
門
（
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
竣
工
）
の
天
井
画
を
手
掛
け
た
藤
沢
祐
川
の
絵
画
十
点

が
含
ま
れ
て
お
り
、
山
形
で
は
数
少
な
い
十
八
世
紀
の
絵
画
で
あ
り
、
近
世
絵
画
史
上
重
要
と
認
め
ら
れ
る
。
劣

化
が
著
し
い
鳥
海
月
山
両
所
宮
随
身
門
天
井
画
と
比
較
し
て
、
保
存
状
態
が
健
全
で
あ
り
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。 

  
 

右
物
件
を
山
形
市
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
る
よ
う
推
薦
す
る 

 
   

  
 
   

  
 
   

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
 
 
 
 
 
 
 

山
形
市
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員 

 
   

  
 
   

  
 
   

  
 
  
   

   
  
 
   

  
 
  
   

 
  
   

 
 

推
薦
者
氏
名 

 
  

 
 
  
 
 
 

佐
藤 

琴 
 

 

  

指 

定 

の 

場 

合 

  

の 

所 

有 

者 

の 

  

意 

向  

 

三 
 

添 

付 

書 

類 

 

二 
 

地 

籍 

調 

書 

 

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
完
成
し
た
勝
因
寺
山
門
の
二
階
の
格
天
井
に
あ
る
七
九
面
の
絵
画
（
板
地
着
色
）
で

あ
る
。
格
天
井
全
体
は
、
縦
（
南
北
方
向
）
十
面
、
横
（
東
西
方
面
）
十
六
面
、
計
一
六
〇
面
か
ら
な
る
。
絵
画
と

絵
画
の
間
に
板
に
墨
で
篆
書
体
の
漢
字
一
字
を
書
い
た
八
十
面
と
、
そ
の
他
一
面
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
配
置
図
は

図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
近
代
の
修
理
の
痕
跡
は
見
ら
れ
る
が
、
墨
書
と
絵
画
は
当
初
か
ら
交
互
に
配
置
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
展
示
全
体
を
一
面
と
し
て
指
定
す
る
。 

   

物
件
の
説
明 

  

交
通
の
順
路 

  

所
有
者
の
氏
名 

  

又 

は 

名 
 

称 
   

 

  

及 

び 

住 
 

所 
   

 

  

所
在
の
場
所 

  

名  
  

  

称 

一  

物
件
の
調
書 

  

種  
  

  
別 

  

山 

形 

市 

指 

定 

文 

化 

財 

推 

薦 

調 

書 

      
 

 
 

山
形
駅
か
ら
ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
行
き
バ
ス
で
六
小
前
停
留
所
降
車 

徒
歩
５
分 

 

宗
教
法
人 

勝
因
寺 

 

山
形
市
鉄
砲
町
一
丁
目
４
番
８
号 

 
山
形
市
鉄
砲
町
一
丁
目
４
番
８
号 

 

 

勝
因
寺
山
門
二
階
天
井
画 

 

有
形
文
化
財
（
絵
画
の
部
） 

  

右
物
件
の
指
定
に
際
し
て
は
異
議
な
い
こ
と
同
意
す
る 

                 

令
和 

六 

年 

三 

月 

七 

日 
                                        

 

宗
教
法
人 

勝
因
寺 

          

所
有
者
署
名    

 
 
 
 
 
 
 

代
表
役
員 

角
張
東
浩    

印 

  

写  

真
（ 

一 

葉 

）         

図
面
（ 

一 

枚 

） 

   

所    

在    

地 

  

地     

番 

  

地     

目 

  

地        

積 

員  

数 

  

所    

有    

者 

  

一
面   

備    

考 
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本堂

A B C D E F G H I J K L M N O P

1 〇 桃図 字

2 萩に鹿図 字 百合図 波に旭日図

3 字
金魚図

■
字 ■

芍薬図

〇
■ 黄蜀葵図

4 字 字
薄と 椎茸図

〇

蓮池に鷺図

〇
字

海棠に綬帯鳥

図

■

三番叟図

5 薔薇蘭図 藤図 〇
金鶏図

■
字 ■

〇

■ 字

6 〇 字
朝顔図

■

〇
芙蓉図

〇
字

7
菊図

字 萱草と に鷽図 波に犀図 字 ■
朝顔に蜂図

〇
柳に馬図

8
椿に雀図

〇
椿に小禽図

麒麟図

■
葦に鴛鴦図 字

牡丹に唐獅子

図
字

9
烏捕蜻蛉図

〇
葡萄栗鼠図 鍾離権図

月に雁図

〇
字

10 瓜筍枇杷図 字 籠に茄子瓜図 蓑亀図

兎図

松桜に小禽

（エナガ）図

葡萄図

梅椿図

蓮図

朱海棠に

雄鶏図

柳に小

禽（鳩）図

蓮に翡翠図

蓑亀図

恵比寿図

龍図

杜若図

枇杷図

朝日梅竹図

松竹鳩図

立花（朝

顔桔梗）

菊に蜂図

梅籠図

芥子図

極楽鳥図

松上図⻤

松に猿猴図

水仙図

鳳凰図

柳に小

禽（鳩）図

鶉図

鶴瓶河骨

杜若図

松竹鳩図

図１－２
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答 申 書 

 
令和６年 ３月  日 

 
山形市長 佐藤 孝弘   様 
 
                                         山形市文化財保護委員会 
                                          委員長  伊藤 清郎  
 
 
令和６年３月１９日付け文第６６９号にて諮問のありました下記の文化財を

市指定有形文化財に指定することについて、慎重に審議した結果、指定するこ

とが適当であるとの結論を得ましたので、答申します。 
 

記 

 
分 類 名 称 員数 所有者 所有者の住所 

有形文化財 木造釈迦如来坐像 １躯 
宗教法人 

金勝寺 
山形市山家本町 

有形文化財 木造聖観音菩薩立像 １躯 
宗教法人 

勝因寺 
山形市鉄砲町 

有形文化財 勝因寺山門二階天井画 １面 
宗教法人 

勝因寺 
山形市鉄砲町 

 
 
 

資料３

（案）
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